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1 はじめに
近年のインターネットの汎用化とともに，WWWが

急激に発展し，手軽に個人用Webページをもつ人も
増えてきている．Webページの作成や編集を行う際，
ユーザには様々な負担がかかる．例えば，HTMLを記
述しWebページを作成・編集する場合には，HTMLや
FTPに関する初心者にとって負担となる作業である．
また，サーバからのファイルのダウンロード，アップ
ロードといった一連の作業は，煩雑な作業で大きな負
担である．一方，これらの負担を軽減できる，HTML
オーサリングツールなどもあるが，利用法を習得する
ための時間的コストは大きく，オーサリングツールを
用意しなければならないことも負担である．本論文で
は，以上のようなユーザの負担を軽減するための，Web
ページ作成・編集支援システムを提案し，実装する．
本論文では，２章で関連研究について述べ，３章で

本システムの概要と構成について述べる．次に，４章
で本システムの機能を利用した応用事例について述べ，
最後に，５章で本論文をまとめる．

2 関連研究
関連研究として，Wiki Wiki Web [4]があげられる．

Wiki Wiki Web とは，すべてのユーザが編集可能で
あり，また，簡単に相互リンクを貼ることができるよ
うなWebページの集合をサポートするシステムであ
る．Wiki Wiki Web は Perlスクリプトで実現された
小さなシステムであるが，既存のWebページを，簡
単なマークアップ言語を用いて，Webブラウザ上から
誰でも編集可能であるという特徴を持つ．Wiki Wiki
Web で利用されるWebページは，参加者が自由に内
容を書き換えることにより，議論を進めるという考え
に基づいて作られているので 書き換えは全く自由であ
る．Wiki Wiki Webでは，Webページに用意されてい
る「Edit」ボタンを押すことで，編集画面が現れ，編
集が可能となる．Wiki Wiki Web FAQ が書かれてい
るWebページの編集実行画面を，図 1に示す．ユー
ザは，編集画面から Saveボタンを押すことで，即座
にWebページを書き換えることができる．Wiki Wiki
Web は，画像や表などが入ったWebページを対象と
していないという点で本システムと異なるが，Webブ
ラウザ上から容易にWebページを修正できるという
点で，本システムと関連している．
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図 1: Wiki における編集実行画面

3 ブラウザをインターフェースとした
Webページ作成支援システム

3.1 システムの概要
本システムを組み込んだWebページをWebブラウ

ザ上に表示させると，Webブラウザ上から，テキスト
の書き込みや，画像の貼り付けなどを行うことが可能
になる．本論文では，この書き込んだテキストや，貼り
付けた画像をオブジェクトと呼ぶ．ユーザは，Webブ
ラウザからログインすることにより，本システムを利
用することができる．ログイン後は，Webブラウザ上
から，任意の位置にオブジェクトを貼り付けることが
できる．Webブラウザ上の任意の座標をダブルクリッ
クすることにより，オブジェクトを貼り付ける位置を
自由に決めることができる．また，貼り付けたオブジェ
クトは，Webブラウザ上から自由に位置の変更ができ
るため，Webページのレイアウトも容易である．
図 2は，本システムを利用してWebページにテキス

トの貼り付けを行う例である．テキストを貼り付ける
場合は，ユーザはこのようにして，テキストとして貼
り付ける内容，文字色，フォントサイズを指定し，Web
ブラウザ上から貼り付けることができる．画像や表を
貼り付ける際も，テキストを貼り付ける際と同じよう
に，画像のパスや，表の行数，列数などを指定するこ
とで，簡単にオブジェクトとして貼り付けることがで
きる．ユーザは，オブジェクトを貼り付けた後，「save」
ボタンを押すことによってWebページを保存（作成）
することができる．Webサーバへの HTMLファイル
のアップロードや，HTMLの記述などを一切必要とし
ないので，これらの機能を用いることにより，より容
易なWebページの作成が可能である．本システムで
は，ユーザ側に専用のソフトウェアを必要とせず，必要
なものはWebブラウザのみである．また，HTMLや
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図 2: テキスト貼り付けの実行例

FTPに関する知識を必要としないので，HTML，FTP
に関する初心者にとっても有用である．
3.2 システムの構成と流れ
図 3に，本システムの構成と流れを示す．本システ

ムでは，主に JavaScriptとCGIスクリプトから構成さ
れる．JavaScriptで実装された機構は，主にインター
フェースとして用いられているWebブラウザからの，
ユーザのアクションの処理を行い，CGIで実装された
機構は，Webページの保存や，データの意図しない上
書きを防止するEdit Conflict問題の処理を中心に行う．
ユーザがWebブラウザ上で，オブジェクトの貼り付

けや編集などのアクションを起こすと，アクション処
理機構がアクションイベントを受け取り，その座標や
内容を解析し，タグを処理する機構にその情報を渡す．
タグの処理機構はそれをもとに HTMLファイルにタ
グを書き出す．行動履歴管理機構は，ユーザの起こし
たイベントを記憶する機構であり，作業のやり直しな
どを行う際に利用される．Webページの保存の際は，
ユーザからのアクションをデータ管理機構が受け取り，
データ比較機構にオブジェクトの情報を渡す．データ
比較機構では，ユーザがWebブラウザに読み込んだ
データと，書き換え直前のデータの比較を行う．オブ
ジェクトのデータは，データ比較機構で比較された後，
データファイルに書き出される．データが上書きされ
る可能性がある場合は，Edit Conflict 対処機構がユー
ザに警告をし，意図しない上書きを防ぐ．

4 本システムの応用事例
4.1 コメントを利用したコミュニケーション
既存のWeb上でのコミュニケーションツールとし

て，Web掲示板や，チャットなどの機能がある．しか
し，Web掲示板やチャットでは，特定の条件下におい
て，定められた箇所にしか書き込みができないといっ
た制限がある．本システムを組み込んだWebページに
は，Webページの管理者だけでなく，Webページを訪
れるすべての閲覧者が，付箋形式のコメントを，Web
ページ上に貼り付けることができる．本機能を利用す
ることで，Webページ全体をWeb掲示板のように利
用することが可能である．従来のWeb掲示板のように
書き込む場所に制限は無く，ユーザは任意の位置にコ
メントを書き込むことができる．

図 3: システム構成図

4.2 調べ学習支援システムへの応用
本システムを用いたアプリケーションとして，小学

生の調べ学習支援システムがある．調べ学習とは，小
学生を対象とした教育の一環として，小旅行のための
しおりを小学生自らが作成し，しおりにしたがって電
車で旅行をするという教育手法である．小学生は，目
的地までの路線，乗車時刻などの行程を調べ，しおり
を作成する．調べ学習では，Webページ上でしおりの
作成を行っている．しかし，小学生がWebページを作
成するために，Webページの作成方法を教師が指導す
る時間的コストは大きい．そこで，Web上でのしおり
作成に，本システムを利用した．本システムでは，テ
キストの書き込みや，画像の貼り付けなど，簡単な操
作で行うことができるので，教師は，生徒に基本的な
操作を教えるだけで，小学生にも容易にWebページの
作成ができる．文献 [3]では，実際に調べ学習に本シ
ステムを利用したしおり作成を取り入れ，総合学習を
行っている．また，その評価実験から，本システムが
有効であったことが示された．

5 おわりに
本論文では，Webブラウザ上からの直接的な入力に

よりWebページを作成できるシステムを提案し，その
特徴と利点について述べた．また，本システムの機能
を利用した応用例について述べた．本システムを利用
することにより，従来のWebページ作成，および編集
の際ユーザにかかる様々な負担が軽減される．
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